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主催：理学部化学プログラム・自然科学研究科化学コース 
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演者：中島 光一 准教授 (茨城大学大学院 理工学研究科) 

題目：溶液化学に立脚した機能性セラミックスの材料設計お

よび微構造解析 

概要：ペロブスカイト型構造を有するチタン

酸バリウム（BaTiO3）は、強誘電体と

しての性質を有し、携帯電話やパソコ

ンなどの電子機器に搭載されている積

層セラミックコンデンサの基盤粒子と

して用いられており、我々の生活に欠

かすことができない物質です。この BaTiO3 の粒子形態の制御を行って、高

誘電率を有する誘電体材料の創製に取り組んでいます[1-3]。また、誘電特性

と格子欠陥は密接に関係しており、誘電率向上に直結する格子欠陥の評価を

行っています。本講演では、主に BaTiO3 の形態制御および X 線回折（SPring-

8）、中性子回折（J-PARC）、球面収差補正付き電子顕微鏡、電子スピン共鳴

（CW-ESR、Pulse-ESR）を用いた微構造解析についてお話いたします。 
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